
補
助
・
支
援

児
童
手
当
定
時
支
給

行
政
書
士
無
料
相
談
会

問

お
知
ら
せ

問
申

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

 

内
容　

２
月
15
日（
水
）は
、児

童
手
当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　

10
月
〜
１
月
分
が
支
給
さ
れ

ま
す
。個
別
に
支
給
通
知
書
は
送

付
し
ま
せ
ん
。通
帳
の
記
帳
に
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。入
金
時
刻

は
金
融
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

 

注
意　

現
況
届
が
未
提
出
の
方

は
、支
払
差
止
と
な
り
ま
す
。速

や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

 　

 

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班

 

内
容　

福
島
県
行
政
書
士
会
会

津
支
部
に
よ
る
相
談
会
で
、相

続
、遺
言
、成
年
後
見
や
許
認
可
、

法
人
設
立
、離
婚
問
題
な
ど
を
無

料
で
相
談
で
き
ま
す
。

 

日
時　

２
月
21
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　

本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　

６
人
程
度※

相
談
は
１

人
１
時
間
程
度

 

受
付
開
始
時
間　

当
日
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
予
約
す
る
か
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生
活

係☎（
24
）５
２
０
８

広　報

Kitakata
Public Information

①  広報きたかた 「お知らせ版」  2017.２

企画調整課　政策調整室 ☎（24）5209 または各総合支所
住民課　地域振興班

問 申

　地域活性化に寄与する事業を行う団体の取り組みに対し、補
助金を交付して支援しています。あらかじめ相談のうえ申請し
てください。

◆補　助　先　地域の活性化に寄与する事業を行う団体
◆募集期間　第1次募集（4月3日以降に実施する事業）
　　　　　　2月20日（月）～ 3月17日（金）

◆事業区分と補助率
事業区分 事業内容 限度額

50万円

10万円3分の2以内

新規事業
2分の1以内

継続･記念事業
5分の1以内

5分の1以内

4分の3以内

4分の3以内

50万円

200万円

50万円

補助率
ふるさとの活性化に寄与
する各種イベント、物産展、
講演会などの事業（新規を
含み、5回まで）

ふ る さ と
活性化事業

行 政 区
まちおこし
事 業

地 域 の
に ぎ わ い
創 出 事 業

行 政 区
低 炭 素 化
促 進 支 援
事 業

国 際 交 流
推 進 事 業

地区の特色を生かした独
自の取り組みで、地域の活
性化に寄与すると認めら
れる新規のまちおこし事
業（新規を含み、3回まで）

国際理解と友好親善を促
進し、教育、文化および経済
の交流を推進する各種事
業（新規を含み、5回まで）

行政区などが地域伝統芸
能を保存・継承し、地域の
にぎわい創出に活かすた
めに必要な備品の整備事
業（1補助事業者につき1
回まで※事業実施年度の
翌年度から起算して７年
を経過した場合または自
然災害や火災などの特別
な事情がある場合には、再
申請可能）

行政区などが行う低炭素
化に資する取り組みで、地
域住民の意識高揚に寄与
すると認められる備品の
整備事業（1補助事業者に
つき1回まで）



世
話
や
き
人
研
修
会

お
知
ら
せ

問
申

問
申

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
心
の
健
康
相
談
」

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

問
申

問問

福
島
財
務
事
務
所
か
ら

 

内
容　

結
婚
希
望
者
へ
の
支
援

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う「
世
話

や
き
人
」を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

 

日
時　

３
月
15
日（
水
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

 

場
所　

本
庁
舎
大
会
議
室（
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

講
師　

 

第
１
部　
「
世
話
や
き

人
制
度
に
つ
い
て
」マ
リ
ッ
ジ
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱
し
あ
わ
せ
部
長 

浅
野 

有
史 

氏

 

第
２
部　
「
い
ま
ど
き
の
婚
活

（
婚
活
の
現
状
）」マ
リ
ッ
ジ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
㈱
婚
活
ス
ペ
シ
ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

渡
邉 

和
美 

氏

 

対
象　

世
話
や
き
人
、「
世
話
や

き
人
」活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、

結
婚
適
齢
期
の
ご
家
族
を
持
つ

方
な
ど
、ど
な
た
で
も

 

定
員　

30
人※

定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り

 

参
加
費　

無
料

 

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
24
）５
２
８
６
で
、参
加

者
の
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。※

詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９

 

内
容　

不
眠
や
ス
ト
レ
ス
、何

も
す
る
気
が
起
き
な
い
な
ど
で

お
悩
み
の
方
、ま
た
は
そ
の
家
族

の
方
、こ
の
機
会
に
臨
床
心
理
士

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
費

用
は
無
料
で
す
が
、電
話
で
の
予

約
が
必
要
で
す
。

 

日
時　

３
月
６
日（
月
）午
後
１

時
15
分
〜

 

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

 

申
込
期
限　

２
月
27
日（
月
）

　
　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

 

内
容　

精
神
的
な
悩
み
で
お
困

り
の
方
、ま
た
そ
の
家
族
の
方
の

相
談
に
、精
神
科
医
や
保
健
師
が

応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

費
用
は
無
料
で
す
が
、電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

 

日
時　

３
月
６
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

○
多
重
債
務
相
談
窓
口

　

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
解
決
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
   

多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

○
出
前
講
座

「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う
」

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止
」

な
ど
、小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
出
前
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
。講
演
料
は
無
料
で

す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

   

福
島
財
務
事
務
所
総
務
課

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
３
０
１
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平成29年度の農業政策に関する制度説明会を開催します。
ぜひ、ご参加ください。
○対象制度
経営所得安定対策、人・農地プラン、農地中間管理制度、多面的
機能支払、環境保全型農業直接支払、中山間地域等直接支払
○日程

問 農業振興課（24）5277 または各総合支所産業課

地　区 日　時 時　間 場　所

熱塩加納会館３階　大ホール

ふるさと会館２階　ホール

山都開発センター３階　大会議室

高郷公民館２階　大会議室

会津よつば　いいでＪＡ会館（ＪＡ会津よつば
喜多方支店２階　大会議室）

午前10時～

午前９時～

午前10時～

午前10時～

午前10時～

２月18日（土）

２月25日（土）

２月25日（土）

２月19日（日）

２月19日（日）

熱塩加納

塩　　川

山　　都

高　　郷

喜  多  方





☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
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冬期間の道路交通を確保し、安全で安心な生活を守るため、道路の除雪作業を行っています。
除雪作業を安全で効率的に進めるため、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　作業中の除雪車との接触事故が
増えています。
　除雪車の周辺は、運転手の死角
となる場合があり大変危険です。
　作業中の除雪車の２０m以内
には絶対に近づかないようにし
てください。

問（市道除雪に関すること）建設課　管理係 ☎（24）5245

なお、国県道除雪については、下記のホームページをご覧ください。
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41350a/jyosetsu.html

問（国県道除雪に関すること）喜多方建設事務所　管理課 ☎（24）5720

　個人からの除雪の要請には応じることはでき
ません。
　除雪の要請は必ず行政区長さんを通じてご連
絡ください。

　除雪後には宅地入口に多少の雪が残ってしま
います。
　各家庭や近所で協力し合い除雪をお願いしま
す。

　消雪散水中の道路を自動車で通行する際は、
歩行者（特に通勤・通学時間帯）に水が掛からな
いようスピードを落とし、モラルのある運転を
心掛けてください。

　通勤通学時間に間に合わせるため、除雪作業は
早朝や深夜に行うことがありますのでご理解くだ
さい。

　枝に積もった雪が、通行車両や歩行者に落ちる
危険性があります。枝の剪定と雪落としをこまめ
に行ってください。

　除雪作業の妨げになりますので、路上駐車は絶
対にしないでください。

　道幅が狭くなり歩行者が危険になるばかりか、
除雪作業の効率低下につながります。また、雪が凍
ってスリップ事故の原因になりますので、宅内の
雪は道路に出さないでください。


